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静岡県岳南地域工業用水源調査報告
東海地域調査第1σ報

比留川　貴＊　後藤隼次＊　池田喜代治

Geochemical　S題rvey：of　the　Groundwater　for　Fabric　Industry　of

　　　　　　　Gakunan　Area，Shizuoka　Prefecture

By

Takashi　Hirukawa，Hayaji　Got6＆K：iyo3i　Ikeda

Abstract

　　　This　survey　was　carried　out　from　July　1955to　March1956，『ln　this　area，the

plentiful　quantity　of　groundwater（about3×106m3／dεy）is　supplied　from　r量▽ers　and　the　gfound．

water　gushed　from　the　lava　flow　constructing　the　Mt。Fuji。　Classification　of　groundwater

based　on　its　content　and　difference　of　chemical　components　is　as　follows；

　　　1．Groundwater　wh三ch　is　supPlied　from　river　Fuli＆river　Urui．

　　　2．Gr（，undwater　WhichF　is　supplied　from　groundwater　Howed　from　Mt．Fuji．

　　　Tぬea脚unt・fs・1ub16mattβrs・fthef・rmeris卑・rethanthat・fthelatte鴎inall

elements．1The　constitutions　of　main　elements　in　the　two　classes　of　groundwater　are　as

fo110ws；

pH、

1
2肛

6．3～7．0

7．0～8．2

E器傍sei
1．1’》1．5

0。7～1．2

　C1一
（mglz）

4．5～14．5

1．0～7．0

IHar認（・）［

3．5～5．0

1．0～3．0

Total　Sio2
　（mgμ）

10戸》50

25～55

1．緒　　言

　工業用水源地域調査の一環として，昭和30年度に当

所経常費および一部静岡県の受託調査と・して実施した岳

南地域の調査結果のうち，地球化学的な面の考察結果を

記載する。本報告書は岳南地域水理地質調査結果の一部

であり，水理関係そのものについては別文報告書1）に詳

細な記載がなされている1

　静岡県下，富士山南麓に位置する吉原・富士・富士宮

3市および鷹岡・箪士川両町を含む一帯は，パルプおよ

び製紙関係の工場が密集している点でわが国に例をみな

い地域であるが，同時にこXはまた富士熔岩から供給さ

れる地下水総量は約700，000m3／日に達する1また別班

が行つた流量測定の結果にるよと，富士川・潤井川によ

氷技術部

る供給量は約400，000m3掴である。明治20年以来漸次

工場が設立され，現在の使用量は約800，000m3／日に達

している。

　沼津・三島両市一円には，三島熔岩から供給される約

1，800，000m31日の湧出量を示す湧泉群があるほかに豊

富な地下水が分布し，現在約40，000m3／日炉利用されて

いる。，

　全調査期間を通じて静岡県・関係市町村・工場などの

・関係者から多大g御援助，御協力を得て実施された。記

して深謝する。

2．調査規模、

　調査地域

　富士南麓，三島から蒲原に至る地域（5万分の1地

形図　富士宮・吉原・沼津参照）で面積約90km2（第1

7一（187）・
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表流7k
湧　 水
浅層地で水（主≧して富士川水系）

1窺賢地下水（主としマ富士此本水系）

．＼

　　　　　O1234、κrη　　　　　」一＿＿＿一＿一」＿一一r＿一一　一

第1図調査範囲・地質灘よび試料採販地点図

・図参照）に及ぶ。

　調査期問および調査員

　第1次昭和30年7月26日～8月6日ひ
　　　　比留川貴・後藤隼次

　第2次昭和31年2月15日～2月24日

　　　　後藤隼次・池田喜代治

　第3次昭和31年3月12日ヴ3月23日
　　　　後藤隼次・池田喜代治・

3．帯水暦，供給源および試料の分類

3．1　箒水層（第1図参照）

岳南地域は北に富士・愛鷹の火山，西に岩淵安山岩

体東に箱根山および沼津香貫山附近の安山岩体を擁し，

南は駿河溶年面し七いる。これらの火山岩類からなる地

層に三方を取り囲まれ，不透水性岩盤が平野地下に根を・

張つて容水地盤を支えてい『るものと考えられ為。この不

透水性岩盤は古富士の集塊岩質泥流および第三紀の緑色

　　　　　し安山岩質の岩盤セあつて，馨井記録に零ると吉原市上水

道水源井（試料採取地番号No．52）が深さ45mで古富士

の集塊岩質泥流に，富士市上水道水源井（試料採取地番・

号No。8附近）が深さ70mで岩淵安山岩類と思われる．

．緑色の岩盤に，また原町図書印刷：K』K。（試料採取地番号

No．75）の深井戸が深さ170mで愛鷹山の熔岩にあた

っている。帯水層は電気探査の結果によると，富士川右

岸および左岸の富士市一円では地表下10～20mにあつ

た旧富士川河道の氾濫堆積物と思われ，その帯水層は富

士川町および富士市の浅層の車要部≧なρている・また

富士山体がら供給される地下水の主要な帯水層は富士熔

岩であり，その熔岩の一部は鷹岡町・吉原市北部では地

表に露出している。地表から帯水層までの深さは吉原市

から南西方向に向かつて増大』している。すなわち吉原市

上水道水源井（試料採取地番号No．52〉で約10ml富

士市内本州製紙：K。K」富士工場り深井戸（試料採取地

番号：No．40，41）で約100孤，富士市前田簡易水道水源

フ井（試料採取地番号No・45）で約130m．であ喬。これ

ら富士熔岩は，富士市内本州製紙K．K．富士工場以西お

よび吉原市内興国人絹パルプK：．K：．富士工場（試料採取

地番号：No。57）と大昭和製紙K：．K鈴川工場（試料採

3一（188）
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　　　　　　　　　麟㌶欝蔭

　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　　　　84

　　　　　　　　77 　　沼津市D　邸諮

　　　　ゐガ薙．肇黄蜘l　P樽 嚢
　　　香貫山
　　　安山岩層

園
　　　徳倉変朽
　　　安山岩類

　　　　　　（75，000分の1地質図から引肘）

す　取地番号No・61・62）を結ぶ線の東側ではまだ知られ璽

　　ていない。沼津・三島両市附近の主要帯水層は三島熔岩“…

　　であり，両市一円に地表下10～60mの深度で北東から

　　南西に傾斜して分布している。

　　　3．2　供・給源

　　　地下水の供給源としては富士山体が主要な役割をなし

　　ている。すなわち，富士山体に降り注いだ雨あるいは雪

　　代は，透水性の熔岩および火山砂礫を伝わつて平野部に

　　達し，また一部は熔岩の割れ目を伝わつて湧1水となり，

　　滝川・和田川・潤井川などの表流水の水源となつてい

　　る。また河川から供給される地下水は流量測定結果によ・

　　ると，富士川は沖積平野部にはいつて10m31sec、以上，

　　潤井川は身延線鉄橋より下流でhn31sec程度おのおの

　　伏没している。

　　　3．3　湧出條件による試料の分類

　　　化学分析に供した試料は，湧出条件により次の通りに

　　分類される（カツコ内は第1表の水質分析結果ザ覧表中

　　の試料採取地番号を示す）・

　　　自由面地下水は表流水および湧水の2者で，後者は沖

積層とその下位の各種火山噴出物との境界線に沿つて分

布する。

　被庄面地下水は供給源，帯水層，分布地域などによつ

て次の4種に大別される。

　A）富士川流域地下水　富士川町・富士市附近に分

布す為富士川の河川堆積層中に存在する地下水で，富士

川表流および岩淵山系から供給される地下水（試料採取

地番号No．14～29）』

　B）　富士宮市・鷹岡町周辺地下水『南東部富士吉原

地域とは富士熔岩で境界されている地域で，沖積層が薄

く一部は熔岩が地表に露出し熔岩中に富士山体から供給

される地下1水（試料採取地番号No，30～39）。

　C）　富士市・吉原市周辺地下卒　　沖積層の下に富士

熔岩が存在する富士川以東』富士・吉原両市唱（一部吉原

市東部，須津村の試料を含む）一帯に分布する地下水で

主として熔岩中に富士山体から供給される地下水（試料．

採取地番号No．40～72）。

　D）　吉原市以東の地下水　　吉原市以東に分布する地

下水で，主として三島熔岩中に富士山体から供給される

／

9一（189）
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第1表水　質　分

No．

1
2
3
4
5

6
7
8
9
10

試料採取地

芝川表流　大久保潤
． 井川表流　横巻橋
富土川表流　富土川橋
富士宮市青見寺　湧水
　〃　森永乳業K．K．富士湧水

　〃上水道水源湧水
　ゲ　本州製紙K．K．

　　　　富土第二湧水
富土市上水道水源湧水’
吉原市　浅間神社　湧　水
　グ　大平製紙K．K．富土湧水

11・ヴ　原田製紙K．K．　湧　水
12　沼津市・上水道水源　湧　水

13　〃　楽寿園内湧水
14富士川町簡易水道水源井
15　　ゲ・　’岩淵簡易水道水源井P

16
17
18

・19

20

21
22
23

24

25

グ　宝永●製紙K．K：．
ゲ　野田合板K．K：．
〃　　富士川製紙KK．
ヴ　　本州製紙K．K．岩淵工
　　揚浅井戸
4　　　〃　　No．3井

　グ　町営住宅井戸
富士市朝日製紙K．K．No．1井
ゲ　　　　〃　　　　・No．4井
ヴ　旭紙パルプ工業K：．：K．

　　　　　　No．2井
グ　本州製紙K．K．富士

　　　　　　No．8井
26　　　　ヴ　　　　　・、グ　　　　　　　No．19井

27・〃大興製紙K．K：．：No．2井
　　ケ大昭和製紙K．K：．富士28
　　　　　　　　No．14井
29 　〃束洋製紙K．K．
30　富士宮市　静岡県蚕糸、K』K・

　　　　　　　　　富士宮

31

32

33

34

35

36

37

38
39

40

41

42

43
44
45

〃

グ

〃

近江絹糸紡績
　　　K．K．富士宮
富士特殊木工
　　　K．K．No．3井
東京製紙：K．：K．

鷹岡町』天間製紙K．K：．

　　　　　　No，3井
　グ　富士特殊工業K．K：．

　　　　　　No．1井
〃、鷹岡町上水道水源
　　　　　　No．i井
〃　富士共和製紙K．K
　　　　　　No．4井
〃　駿州製紙K．K：．

〃　井出製紙K．K．
富士市本州製紙K．K．富士

　，　　　　N6．11井
ゲ　　　　　　　　　ケ・　No．13井

．〃大昭和製紙K：．K：．富士

　　　　　　No．7井
ヴ　高島簡易水道水源井
ガ　前田簡易水道水源井
ゲ　前田新田簡易水道水源井

牧水深度
坑井深度
　（m）

不明16

60

12～27
、22

15

36～61　・

39
　8
60　・

50～58

15

2す～40

60～75

12’》18

67～76

181

30

．30～51

　9σ

　92・

水温
（。C）

17，0
13．3
9．8

14．3
14．3

13．8

14．1

14．8

14．4

2

10．0
16．4

16．5
17．8

17．9

17．7

19．4
15．9

17．8

17．4

17．8
16．8

16．2

16．2

12．7

12．6

13．0

12．2

12．4

21－2臥41－45i4．6
61－65，　70－75　、

16－22・36『4244．2
46－53，　55－61

50

39’》57－－

9’》19．

96～’108

105～140

　86　「

　66
不明130

14．3

14．2
14．7

16．1

15．6’

16．2
16．0
16．3

pHl、

7．4

7．2

8．0

7．0

7．1

7．2

7．2

7．2

7．1

7．0

7。2

7．0

7．0

7．0

7．0

7．0

6．9

6．8

6。3

6．6

R．pH

7．4

7．4

8．0
7．2

7．3

Free
GO2
（mg／」）

2．0
1。5
－0．0

2．5

1．8

7．4　1．2

7．4、1．5

7．4　1．5
7．4　2．0
7．1　2．0

7．4

7．4

7．4

7．3

7．2

7．4

7．4

7．2

’
、
6．8

7．0

6。8　7．2
6．8　7．2
7．2　7．4

6．5．7．0

6。4

6．6

6．8

7．0

6．8

8．2

812

6．8

7．2

7．2

7．4

7．2

8．2

8．2

8．2　8．2

8．1』－8．1

7．8　7．8

7．8

7．7

7．6

7．6

7．3

6．8

7．0

6．8

6．8

6．8

6．8

7。8

7．7

7．6

7．7

7．4

7．2

7．6

7．2

7．2

7．1

7．2

2．0

2．4

2．5
4．0・

7．0

5．5

8．5

7．5

24．0

10．0

19．0
6．5

2．0

11．0
　’
14．0

13．0
6．0

2．5

6．0

0．0

0．0

0．0

0． 0
0．0

0．0

0。0

唱1．0

0．8

1．4．

7．Q

3．0

6．5

21．5
8．0

5．0

Di6
02
（cc／」）

6．50
6．01
7．56
5．94
6．02

Excess
base
（m．ed／1）

0．74
0．83
0．84
0．84
0．74

6．46　　0．68

6．61　　0．70

窃．60　　　0．96

6。06　L　O．8】．

6．06　　　0．62

6．73
5．86
6．18
4．89
5．01

3．81
4．43
5．23

4．48

4．51

4．76
4．88
4．64

5．51

4．08

・3．70

5．07

4．23

2．40

444

4．30

4．20

5．68

2．98

4．15

6．78

5．95

6．01
4．87

5．09

3．53

3．51

2．80
4．00
5．68

0．74
0．76
0．88
1．17
1．11

1．11
1．17
1．35

1。52

1．49

2．28
1．17
1．18

1．06

・1．27

1．38
0．86，

。1．15

1．27

G．76

0．79

0．75

1．39

1．13

1．08

『0．95

1．00

1．02
0．95

1．03

1．20

1．30

1．26
、1．12

1。02

C1一

（mg／」）

4．5

3、6

4．7

4．0

3．2

2．9

2．7

・6．2

4．9

3．7

2．4

3．6

6．4

8．9

5．6

5．2

4．6

12．4

14．5

12．8

12．5
7．3

13．9

6．6

9．9

7．2

6．7

7．6

7．5

1．2

1．1

’「2．1

2．1

2．3

13．4

3．3

2〕4，

2．5
2．4

6．3

4．5

7．4

6．5

，4．9

5．6

NO2一
（mg／♂）

0．03
0．01
．tr．

0．00
0．00

0．00

0．00

0．55
0．02
0．00

0．00
0．00
0．00
0．00
0．00

0．00
0．00
0．01

0．001

tr．

0．00
0．01
0．02

0．00

tr．

O」00
0．00

0．08

0．01

0．00

0．00

00．O
tr．

0．00

tr．

で0．QO

tr．

0．00
tr．

001

SO42一

（mg／」）

5
7
13
2
2

5
3
8
3
6

tL
5
9
12
101

15
17

9
．10

9
15’

8
7
14

11　ノ

18
7
5
5
2

2

4
11

10

25

7

10

7
2．

5

0．04　10
0．6P』6

0．00　15
0．00』』含

0．02　　＆

ユ0一（190）



静岡県岳南地域工業用水源調査報告　（比留川貴・後藤隼次・池田喜代治）

析　結　果・（1）

Na＋

（mgノ」）

6．2

6．6

4．9

6．1

9．4

11．4

6．2

7．8

7．6

8．6

7．9

7．3

7．3

K＋

（mg／」）

1．6

1．7

2．0

2．3

2．6

1．8

1．5

2．3

2．0

2．3

2．2

2．9

2．4

NH4＋
（一mg／Z）

tr．

ケ

ケ

0．0

0．0

0．0

0．0

tr．

0．0

0．1

tr．

0．1

0．1

0．1－

0．1

0．1

0．2

0．4

0．2

0．1

0．O

tr．

0．3

0．0

0．2

tr．

ケ

0．0

tr．

ヴ

，、0．0

tr．

0．0

0。0

0．0

0・．0

0．0

・0．O

tr．

〃

7

0．1

0．3

tr．

0．0

Fe2＋

（mg／」）

0．00
0。00
0．00
0．00
0．00

0．00

0．00

0．00
0．00
0．00，

0．00
tr．

0．00
0．00
α00

0．00
0．00
0．00

0．00

0．00

0．00
0．00
0．00

0，00

0．00

0．11
0．00
0。00、

tr．

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00
0．00

tr．

0．00

0．00

0．00
0．00
0．00

Fe3＋

（m9／」）

0．00
0．09
0．01
0．00
0．00

0．00

0．01

tr．

0．00
0．00

0．01
0．03
0．03
tr．

0．03

0．00
0．02
0．00

tr．

グ

0．08
0．01
tr．

ケ

ケ

0．04
tr．

ケ

0．Oi

tr．

0．02

0．02

0．00

0．05

0．02

0．02

0．01

0．03
0．03

0．03

0．02

0．02

0．03
tr．

　ゲ

Ca2＋

（mg／Z）

8．8

9．7

12．0
8．9

7．6

8．5

7．6

9．1

9．4

6．5

5．2

8．2

11．7
20．6
17．7

20．ユ

20．7
24．2

124．7

24．7

44．3
23．9
23．0

15．6

23．2

21．2
16．2

17．3

16．9

6．4

6．8

7．5

13．8

9．0

12．2

9．1

12。4

9．9

9．8

13．7

13．6

20．9
，17．0

13．2
12．3

Mg2＋
（mgノ」）

3．0

3．8

3．7

2．6

0．5

3．6

3．4

3．1

3．2

2．7

1．8

．3．5

5．2

4．2

4．2

3．5

3．8

6．9

9．1

6．6

6．4

3．5

3．2

5．4

6．6

7．0

5．0

4．4

5．7

1．5

1．2

2．6

6．5

5．7

6．6

4．4

4．3

5．1

4．8

5．5

4．6

5．8

6．5

5。1

4．4

Tota1

Hardness

1．93
2．23
2．53
1．85
1．19

2．01

1．86

1．99
2．04
1．53

1．16
1．96
2．851

3．86
3．44

3．62
3’．77

4，97

5．55

4．96

7．68
4．16
3．96

3．42

4．77

4．59
3．42

3．44

3．70

1．24

1．23

1．67

3．44

2．57

3．24

2．29

2．72

2．55
2．49

3．18

2．92

4．28

3．88
3．02
2．75

Total
Sio2
（mgノ」）

18．8
20．8
71．2
31．2
42．4

40．4

53．2

40．8
27．6
38．0

31．6
50．0
34．0
9．2

26．4

30．8
’26．8

10．0

19．2

8．0

22．4
24．4
13．6

26．0

29．．6

32．8
14．0

40．0

50．0

38．4

34．8

31．2

23．6

20．4

22．8

32．8

40．0

30．0
57．6

37．0

46．0

34．4

55．6
45．2
47．6

P
（mg／」）

0．15
0．04
0．04
0．17
0．12

0．12

0．12

0．16
0．20
0．20

．0．12

0．15
0．10
、0．06

0．05

0．G8
0。06
0．07

0．08

0．09

0．01
0．04
0．06

0．15

0．10

0．02
0．08

0．17

0．18

0．11

0．17

0．18

0．05

0．12

0．10

0．16

0．18
’0．1・3

0．13

0．19

0．22

0．09

0．10
0．16
0．18

KMnO4
　cons．
（mgノ」）

6。9

15。7
13。3
1．7

10．1

2．1

4．2、

5．6

3．0

1．0

1．0

2．1

2．4

4．2

1．0

9．4

4．2

6．5

1．8

3．3

2．1

6．3

3．0

4．9

6．1

4．9

2．6

3．0、

2．5

1。4

1．8

1．0

1．8

2．1

9．8

3．5

3．5

1．4

4．1

2，3

2．8

9．1

1．0

ρ

（Ω・cm）

12，600

12，500

13，600

13，100

16，000

15，000

16，000

13，800

12，100

16，500

22，500

11，000

8，700

9，300
8，100
5，400

4，900

5，400

5，000
7，200
7，900

7，500

5，800

6，100
8，700

8，800

8，000

18，000

17，500

18，000

9，200

11，500

9，900

13，200

11，500

11，．500

13，500

8，900

6，600

8，000
8，900
9，800

備　’　考
　おもな
帯水層，供給源

富士熔岩富士山体
　ゲ　　　　ケ

ク

グ

〃

ヴ

ゲ

ケ

ゲ

〃

ケ

ケ

　〃　　　　ヴ
三島熔岩富士山体
　ゲ　　　　ク
富士川砂礫層，

　　　　　富士規

ケ

ケ

ヴ

ケ

ケ

ヴ

ケ

〃

グ

ケ

ヴ

ゲ

グ

グ

グ

ケ

ク

グ

グ

ク

，グ

，グ

ゲ

グ

、ク

ヴ

グ

〃

富士熔岩富士山体

〃

グ

、ケ

、グ

，〃

ゲ

ヴ

グ

1ゲ

ヴ

4

グ

7
2

グ

グ

グ

、〃

〃

ヴ

ヴ

グ

，グ

，ゲ

ゲ

，グ

？

？

富士熔岩富士山体
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1・

地質調査所月報（第8巻第、4号）

水　　質　　分

No．

46

試　料　採　取　地

47

48
49
50・

51
52
53
54
ヤ55

，56

57

58

59

・60

・61

62
63
64

65

66

67

68

，69

70

71

’72

73
74
75

176

77
78
79
80．

81
82
83
84
85

86

87

88

吉原市共英製紙工業
　　　　　　K．K．No．1井
　ヴ　サツキ製紙
　　　　K．K．富士　No．3井
　ゲド大和製紙K．K．No．、1井・
　ゲ　　ヶ　　　　　No．2井
　ヴ　明治製紙K．：K．

グ　駿河木材工業：K．K．
ヴ　吉原市上水道水源井．
ヴ　三星紙K．K．
グ　大平製紙：K．K：．富士

グ　大川製紙K．K．

グ　大昭和製紙KIK．
　　　　　　吉原No．4井・
〃笛興国人絹パルプK．K．
　　　　　　富士No．1井
ヴ　井出製紙K．K．
　　　　　　今泉：No。4井
ケ　日産自動車K．K．
　　　　　　吉原No．6井
グ
，
目
清 紡績1く．1く．

　　　　　　吉原No・3井

ヴ　大昭和製紙
　　K：．K．鈴川　No．11井
ヴ　　　ケ　　　No．1井
ヴ　富岳興業、K。K．：No．2井
グ　五条製紙K：．K．No．2井
グ　三島製紙
　　：K．：K．原田　No．2井

グ　春日製紙工業一一
　　　　　　K．1く．No．2井
ヴ　富士製紙工業：K．K．

　　　原田　　　No．1井
グ　大昭和製紙
　　　K．K：．吉永　No．1井
グ　丸菱工業K．K．No．2井
ヴ　新生繊維工業
　　　　　K：．K．：No．1井

富士郡須津村
　福泉醸造工業K．K．No．2井
　グ　須津村　富士製紙
　　工業K．K．士尾　No．5井
　〃　原町原町中学校水源井
　ヴ　原町役場水源井
　〃　図書印刷：K．K．

　グ　澱粉工場
沼津市　渡辺酒造店
　グ　．小諏訪新酒店
　グ　　藤倉電線：K。K．沼津
　グ　　沼津上水道第二水源井

グ　沼津市立病院脇井戸
ヴ　平作茶屋
ヴ　矢崎電線工業K．：K．沼津

グ塚田製紙K．K．No．2井
ヴ　　　ケ　　　　：No．4井

　一〃　富士機械KK：．

駿東郡長泉村
　特殊製紙K』K』　　No．2井
三島市下士狩

長泉村簡易水道水源井

牧水深度
坑井深度
　　（m）．

55

水温

（。C）

15．2

18－28，　31－46『15．6

　21～27　　　　16．9
22－27，　37－43　15．7

　　31　　　15．6

　　18
　　48
　　38
A不　明
　45～60

39

、4！ん44

36

60

67｛’85

　121
95～136
106～109
46＾’6σ

45～60

38～59

45～60

6
9－12，　18－21

　84～98

42－61，　75－90

75～90
　：165

不　明

　170

105・
　5

162
100
27

不　明
不　明
　105
　57
60～72

』45

132

不．明

14．3．

15。9
15．8
13．8
13．8

14．4

16．4

15．8

16．1

15．7

14．1

14．4
14．8
14．7

14．3

15．4

14．0

14．9

14．6

14．3

16．2

16．8

15．5
15．0
15．1

17．6
15．8
15．0
16．0

15．6
1515
15．8
13．6
15．0

15．7

15．7

PH

7。0

7．2

7．0

7，0

7．0

7．0

7，0

7．0

7．6

7，8

7，2

7，0

7、2

7．0

7，8

7．4

7．6

7．2

7．4

7．5

7．6

7，6

7。0

7．2

7二6

7．6

8．2

8．2

8。4

8．2

8．10

6．4
8．0犀

7．8

7．4

7．6

7．6
7．8

7．2

7．2

7．0

7．2

7．1

R．pH

7．2

7．4

7．2

7．4

7。3

7．3

7．4

7．4

7．8

7。8

7．4

7．2

7。4

7．4

7．8

7．6

7．6

7．4

7．6

7．5

7．6

7．6

7．2

7．4、

7．6

7．6

8．2

8。2

8．4

8，2

8．0

7．2

8．0

7．8

7．6

7．6

7．6
．7。8

7．6

7．6

7．4

7．4

7．3

Free
CO2
（mg／1）

2．0

1。6

3．5
’3，0

2．5

3．5

1．5

1。7

0．0

0．0

1．7

2．5

1．2

2．5

0．0

1．0

0．5

2．0

0．5

0．5

0．0

0．σ

2．0

1．5

0．0

〆

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0。0

15．0
0．0

0．5

1．5

1．2

1．8

0．0

1．5

1，5

3．6・

1．2

2．0

Dis
Oウ

（ccノ」）

5．51

5．83

5．24
5．88
5．99

6．02
6．55
5．98
6．06
5．26

6，621

5．75

6．16

6．46

5．35

5．24

5．48
5．40
6．03

5．57

6．00

6．14

6．82

6．37

6．05

6．17

5．89

5．72
6．37
6．12

5．68
2．62
5．35
5．73
F6．26

4．18・

5．13
5．37
6．14
5．85

4．56

5．47

6．45

Excess
base
（m．eq／」）

1．04

0．90

1．25
1．02
0．89

0．78
0．81
0．84
0．83
0．89

0．65

o．9G

0．78

0．92

1．34

1，04

0．89
0．91
0』74

0．78

0．70．

0．80

0．65

0．60

0．84

0．84

0．64

0．97
0．76
0．76

1．14
、0．94

0．97
0．82
0．73

0．88
0．91
0。91
0．82
0、82

0．94

0．85

0㌔79

C1一

1（mgノ」）

4．5

3．4

12．6
4．9

4．9

3．9

4．5

4。3

3．3

3．0

3．2

5．4

5．5

6．4

5．7

一6．5

6。6

6．0

3．7

4．3

4．1

4．5

4．3

2．8

4。1

4．1

4。5

5．3

5．7

4。3

4．7

20．2
5。3

3．5

4．3

4．1

4．8
5．・6

4．1

4．2

9．1

4．6

3．9、

NO2一
（mg／」）

0．00

0．00

0．01
0．00
0．OG

0．00
0．11
’0．00

0．00
0．00

0．GG

0．00

tr．

0．05

tr．．

0．00

0．00
0．00
0．00

0．12

0．00

0．03

0．00

0．00

0．00

Q．04

o

0．QO
O．00『

0．00
0．00

0．00
0．00
0．00
0．00
0．00

0．00、

．0．02

0．00
α00
0．00

0．03

0．00

0．00

SO42『

（mg／」）

5

7
14

5
4

3
1
10

2
5

4

7
、9

6

5

7
4
，4

8
5

3

3

5
tr．

2

】

2
1
1
1

tr．

15

1
2．

2

2
5
2
5
2

10

2

2
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ノ

　　　　　　　静岡県岳南地域工業用水源調査報告

析　結　果（2〉

（比留川貴・後藤隼次・池由喜代治）

’
N
a
÷　K＋

（mg／」），（mg／」）

6．9

6．9

5。6

6．6

6．5

10．6

、7．3

5．8

、5．3

与・0

6．7

5．4

4。8

2．3

2．4

2．2

2．2

、2．0

1．6

1。5

1．4

2．2

1。9

〆1。8

↓・5

1．3

NH4÷
（mg／」）

0．0

0．0

・0．0

0．0

0．0

（）．O

tr．

聖0．0

0．1

0．0

嗜0．O

tr．

0．0

0．2

0．O

tr．

0．1

0。1

0．O

tr．

・0，0

0．O

tr．

0。2

0．0

0．3

tr．

o．0

0．O

tr．

　ヴ

0。0

0．1

0．1

0．1

0．2

0．2

tr．

0．1

0．1

0。1

tf．

　ヴ

Fe2＋

（mgノ」）

Fe3＋

（mg／Z）

0．00　0．dO

O．00　 0．00

0．00　tr．

0。00　ク
0．00　 0．00

0．00、　tr。
0．00　 0．00
0．oq　tr．

0．00　グ
0．00　　0．02

0．00　0．00

0。00　 0．00

0・．00　0。00

0．00　tr．

6．oo　o．oo

O．0σ0．01

　tr．　0．01
　ゲ　0」02
0。00、　0．00

0．06tr．

（）．000．00

0，00　Q。00

0．00　tr．

一〇．00．　0．00

0．00　0．00

0．og、0．00

0。00　 0．00

　tr．　0．07
0．00　　0．03

0．OQ　tr．

0．00　　0．04

0．00　0．04
0．00－　0．03

　tr。　0．01
　ヶ　0．02

　グ　0．02
　ゲ　0．04
0．00　0．06
0．00　0．04
0．00　　0．04

0．00　　0．03

0．00　　0。02

0．00　　0．04

Ca2＋

（mg／」）

11。2

16．2

19．6
11．4
12．0

8．4

8．4

11．2
8．2

8．8

7．4

10．6

9．8

12．2

15．2

江1．6

10．6
11・。8

9．8

10．0

7．4

8．1

7．4

6．7

8．3

8．7

7．4

9．0

・6．9

6．8

10．4
14．4
　8．2

　6．9

7．0

　8．7

　9．6

　8．6

　8．5

　8．5

．11．2

　8．6

，7・8

Mg2＋
（mg／」）

4．6

4．7

7』4

4．5

4．6

3．9

2．8

4．9

3．1

3．5

3．7

5∫1

4．8

4．1

5．7

4．2

3．9

4．3

2．7

3〆．0

3．2

3．1

4。0

3．5

2．8

3．3

2．6

3．7

2．4

2．5

5．5

9．6

4．3

、3．3

2．9

3．5

3．6

3．4

3．7

3．7

5．2

3．3

3．1

Total

Hardnes言

2．63・

2．52
．4。45

2．63
2．77

2．11
1．82
2．70
1．86、

2．04

1．89

2．66

2．48

2．66

3．44

曹2，59

2139
2
．
．63

2．001

2．09

1．96

1．88

1．89

1．75

．1．82、

1．99

1．65

2．11
1．51
1．54

2．73
4．25
2．14
1．73
1．64’

2。03
2．17
2．00
2．04
2．04

2．79

1．98

1．80

T6tal
Sio2
（mg／」）P

42．0

β9．2

51。2
45．2
47．2

73．2
．15．2

36．6
31．6
23．2

36．4

28．0

45．2

25．0

25．0

17．2

24．4
43．6
38．0

13．0

38．4
‘
2
0
． 4

14．0

33．6

40．8

25．6

44．4

35．6
39。6
44．8

53．2
29．2
46．0
41．2’

37．2

43．6
55．6
37．2
38．4
38．8

4G．8

46。0

36f8

P
（mg／」）

0．20

0．20

0．20
0．18
0．22

0．15
0．22
0．13
0．10
0．07

0．15

0．21

0．12

0．2■

0、17

0．91

0．18
0．18
0．05

0．17

0．19

0．17

0．16

0．08

0．20

0．17

0．24

、0．12

0．13
0．08

0．08
0．02
0．10
0‘13
0．13

0．14
0．16
0．10
0．09
0．14

0．11

0．11

0．09

KMnO4
cons』
（mg／1）

2．1

3．9

3．4，

3．1

3．2

2．8

2．6

1．4

2．1

0．4

0．レ

6．5

1．4

3．0

2．8，

2．6

5．6

8．9

2．5

2．6

3．0

2・5

6．5

2．1

1．3

2．6

7．6F

3．5，

0．3
11．．2

3．1

1．4

1．7
，3．5

3．1

1．4

0．3

2．4

8．4

3．1

4．9

0．7

4．2

ρ

（Ω一cm）

11200

12，706

　6，300
11，000

10，500

14500
13，500

11700
14500
14，000』

16，000

10，500

、12，200

11，700

　8，200

10100
13，300

10，400

15，000

14，700

15，500

14，500

18，400

16，000

14・弓00

・14500

16，100

14，400

16，300

15，000

11，700

　6，200
14，500

16，500

17，300

13，500

12，600

13，000

15，500

15，000

　9，700

、13，500・

14，500

備　　 考
　おもな
帯水層，供給源
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富士熔岩，富士山体

　　ゲ　　　　ケ

　　？　　　？
’
富 士熔岩富士山体
　　ケ　　　　 ゲ

　　ゲ　　　　　ヴ

　　ゲ　　　　　グ
　　1ケ　　　　ゲ

　　ヴ　　　　 グ

　　グー　　、グ

　　ケ　　　　ゲ

　　ケ　　　　 ヴ

　　ケ　　　　 ゲ

　　グ　　　　 グ

　　ゲ　　　　　ゲ

火山砂礫富士山体二，

　ヴ　　　　グ
　』ゲ　　　　ケ

　グ　　　　 グ。

　ケ　 1
、

ク
．

　ヴ　　　　　グ

富士熔岩富士山体．

火山診礫　ケ

　、ケ　　　　ゲ

　　ケ　　　　ク，

　　ヶ　　　ゲ

三島熔岩P富士山体
　　ケ　　　　　ケ

　　ケ　 L　　ケ

　　グ　　　　ドケ

　　表層水
三島熔岩富士山体・
　　ヴ　　　　 ケ

　　グ　　　　 グ

　　？　　　？
　　？　　　？
・三島熔岩富士山体．

　　グ　　　　　ヴ

　　グ　　　　
，ヴ

　ーケ　　　ヴ、．

　　ゲ　　　　グ

　　？　　　？F

、
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x表　流水　　　　　　　　　　即

？湧　・水　　　　　　　‘4
・1矯斯水（主として富士川懸）．

．深層地下水（主として富士山傑水系）

0　　　1　　2　　3　　4　　5㎞

o〃

　　　　　一　　憲
　　沼津市　　釜・　三島市
　　．74　　　　　　童7。ゐ
、
　
　 z6電　騰

　　　　　　府野、、、
　　　府

、、＼

ζ、

地下水（試料採取地番号No．73～88）。

第2．図　pH　 分　 布　 図

4．おもな成分の含有量と分布および将徴

　試料の採取地点は第1図に， 水質分析結果は第1表に

示す。水質分析表中のNa＋，K＋の分析は静岡県工業試

験場の協力によるものである。

　pH，R。pH，Eree　CO2pHの分布は第2図に示す。
調査地域全般としては，覧浅層から深層に向かつて酸性→

アルカリ性の傾向を示す。湧水のpHは7、0～7．2で一

定し，A地区では6．3～7．2である。こxで特徴のある

のはB地区で，深度にか瓦わらず，7．6～8．2のアルカリ

性を示す。一般にはこのような例は少なく，特にアルカ

リ性を示す試料は，熔岩が露出する地域がまたはその上

の沖積層の層厚が薄い地域に分布Lており，このように

アルカリ性を示すのは富士山体から熔岩に供給される地

下水叩特徴と思われる。C地区の・pHは6。8～8。2で北

東塑ら南西に向か》？て酸性になる。、特蔭富士市内では浅

層に供給される富士川水系の地下水とほとんど変わらな

い値を示すQ　D地区では7．0～8．4でほ黛東から西にア

ルカリ性が強くなつている。

　RpHは地域全般を通pて6。8～8．4で，R．pH－pHは

湧1水では0・1～0・4，A地区では0。2～0。6で各地区のう

ち最高値を示し，B，C，D地区では0．q～0．4である。

　Free　CO2はR。pH－pHと同一傾向を示すもので，地

域全般を通じて0～24mg／」で，A地区では2～24mg／」

で最高値を示し，B地区では大多数O　mぎ／」であり，C，

D地区では一部10mg／」以上のものもあるが大部分は

5mgμ以下である。
　　　　　　　　ら　溶存酸素（Dis．02）調査地域全般を通じてのDis．

O弓は2。4～6。7cc／」で規則だつた分布は示さない。湧水

では5．8～6．7cc／zでほ攣飽和量に近い値を示す。1A地

区では2。4～・5。5ccμでB地区とともに地域内では1低い

値を示す。B地区では3．0・》6．86cノ」で，ほ黛北から南

に向かつて増加し，同時にC1一が増加し，pHはアルカ

リ性がら中性に近づく。ずなわち表層水の混入が考えら

れる。C地区では2．7～6。6cc／Zで潤井川右岸の試料に

Dis・02の減少がみられる。D地区では．42～6．5cc／」で

ある。

　アルカリ度　（Excess　base）　Exce飴．baseの分布は

第3図に示す・調査地域全般を通じてのExcess　base

はo．6～3；O　m。eq／lで，Hco、一（重炭酸イオン）に換算す一

れば36～180mg／Jに相当する。表流水のExcess　base・

は0．74～0．84m。eqllでわが国河川の平均値0．46m．eq／Z

と較べて異状に高い値を示L，このことは当地域の表流

水の特徴である。湧水ではoJ70～0195m．eq／lで，ほ黛

表流水に等しい。A地区では1．0～2．3m，eq／1で地域内

での高値を示し，他の各地区と較べて明らかに供給源の

相違を示していう。B，C地医のExcess　baseはそれ

ぞれo・75～L4・o・65～1・35m・eq／lで，“駆では北東

から南西に向かつて順次増加の傾向を示している。D地

区では1m。eq／Z以下でほ黛一定である。

　塩素イオン（C1｝）　Cl一の分布は第4図に示す。調

査地域全般を通じてのC1一は1．0～201血9／1で，その

含有量の少ないごとは当地域の特徴の一つである。表流

14一ほ94）
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（比留川貴・後藤隼次・池田喜代治）

腿磯』！ダ
炉♂蹄／・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／昭へ深層地下水箸値線0

37　αケ6

　076　“4

O旗層地下水（主として富士川水系．）

・深層地下水（主として富士山体水系）

Ol＿」＿一一帥

赫　．謙鎌灘　　曙　　　　、クgz　　瀬　　　市
　　　　　　σ　　　　　ll、

　　　　　　　　狩野川
　　　　　映鴉
　　　　　　野
　　　　　　琳

＼

第3図アルカリ度分布図（m。eq／」）

　　　漂、，纐／

牽璽欝1・，．
ノF　P　　　　　・＼　．　　　　　　Q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｛o深層地下水等値線1

4

o 2　　3　　4　　　5㎞

第4図C1一分布図（m喜ノ」）

水では3．6～4．7　豆g／」でわが国河川の平均値7．1mgμ

と較べると低い値を示す。・湧水，B，C，D地区の試料で

々ま明らかに。汚染されている試料を除けば1，4mg／l以下0

含有量を示す試料が全体の1／・を占め，過去の調査結果

で得られた資料にもその例をみないほど少量である5A

地区のCrは4。5～15血9μで最高値を示し，B地区では

1．o～3．5mg／Zで最低値を示す。』C地区では3～’7。5mgll

で北東恥ら南西に向かつて増加し，D地区では4～6

　　　　　　　　熱

mg／」でほ黛一定である。

　鉄イオン（Fe2＋，Fe3＋）調査地域全般を通じてFe2＋

の検出された（検出限度o．01mg！l）試料は皆無であり，

Fe3＋の含有量も最高0．08mg／」できわめて少なく，当

地域の地下水の特徴の一つである。

　カルシウムイオン（硫2＋）Ca2＋の分布は第5図に示

す。調査地域全般を通じてのCa2÷，は5～45mg！」であ

ゆ，表流水では9ん12mglJでわが国河川の平均値10．4

15一（195）
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x表　流水　　　　　　　　　　　　痘4？湧　　　水

可耀地下ね主とLて富士糊く系）

●深層地下水（主として冨士山体水承）

ノoへ深層地下水箸値線

〆7へ浅層地下水等｛直線

　　一km
第f5図Ca2＋分布下図一（m9／rl

　　｝　　　　　　　ノ

　　　　　　　　リ　　　　　ノ　　　・　、、

　　　　　馨6翫　簿
　　沼津市　　　　5　　　＝

螺派猟幕
醤獣

ll』醸窃、』△、L
　　　　　　　　㌦；1ノ

』』羅騨響㌧1、、論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●深層‡也下水（主として富士山体水系）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》30深層地下水等値線

筆織．

σ　　　　　　2　　　3　　　4　　　5㎞

．43
3
2∫

　　　　03、F
　　　　　　　熱

　　　轍獅
　　　　　㌻35　臨　　　　瀬
　　　1、、

　　　狩野ll、
痢

野
、、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6図Mg2＋

　　　　　　　　　　　ヨ
mgノ」にほ虻近い値を示す。湧水では5’》12mg1」，A地

区では15～45mgμで他の成分と同様に地域内での最高

値を示す。．B地区では6．5～14mg／4D地区では6～・11

mgllでほ黛湧水に近い値を示し，C地区では7～21mgμ

で他の成分と同様に北東から南西に向かつて増加する。

　マグネシウあイオン（Mg2＋）Mg2＋．の分布は第6図に

示す。調査地域全般を通じてのMg2＋はo．5～12mg1」

であり，表流水では3．0醒3．8mg1」でわが国河川の平

分布図（mg／Z）

均値3．6mg1」にほ黛近い値を示す。 湧水では0。5～5．2

mg／1，A地区では3．2～9．1mg／Zで地域内での最高値を

示す。IB地区では1．2～6．6mg1」，D地区では2。9～5。5

mgll，C地区では2。8ん7も4mg1」・で他の成分と同様に北

東から南西に向かつて増加する。

　Ca2＋／Mg2＋を当量単位で計算する．とA地区およびC

地区の富士市内の試料では2．0～4．0，その・他の試料で’

’はL2・》L8で，Ca2＋の絶対量≧とも1こ両者の聞に明ら

16一（196）
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第7図全硬度分布図

かな差異を生じ，供給源の相違が考えられる。

　全硬度（Tot母Hardness）全硬度の分布は第7図に

示す。全硬度は上記の，Ca2＋，Mg2＋から算出した・も

ので，ドイッ単位をもつて表わし，そガ1。はCa肝の

7。14m琴／4Mg2＋の4．34mgノ」に相当する。調査地域全

般を通じての全硬度は13～7・70でA地区のものは軟、

水，その他のもgは極軟水に分類される。表流水の全硬

度は1．9～2．50でわが国河川の平均値2．30にほ璽近い

イ直を示し，湧1水では1．2～2．go，B地区では1．2～3．20，で

ある。A地区では3．4～7．70で他の成分と同様に地域内

での最高値を示し，q，D地区ではおのおの1．7＾’4．3。‘

1．5《・2．8。でC地区では他の成分と同様に北東より南西

に向かつて増加する。

　全硬度と（Excess　base十SO42『）とめ関係を第8図に

示す。，図中り実線は両成分の当量比が1の線であり，破

線〔（Excess　hase＋SO、2一）一〇．3〕と全硬度の比が1の

線である。実線の下側にプロットされる試料はA地区の

約半数とC，D地区の一部の試料であつてCI一が他の

試料に較べてCI一に多く起因する硬度を有する試料で

ある。破線の上側にプロヅトされる試料は表流水，B地

区の一部試料で，Cl一の絶対値が少ない試料およびC1一

に対するアルカリ金属イオ，ンの多い試料である。後述

のCI一一Nがの当量関係と試料中のCrがNaCl組成
も

で溶解していると考えると，堆積物から溶出ずるアル

カリ金属およびアルミニウムイオンなどの合計はほ黛

・0．3m．eqμ以内である。　　・　　　　噂

2ρ

跨
曇
鷺．

よ
9撃A5
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繋
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α5
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第8図　全硬度と（Excess　base十SO42一）との関係

　ナト塑ウムイオン（Na＋）．カリウムイオン（K＋）

Nが，K＋の分析結果は数が少なく，そのうえNa＋は食

塩の成分としての汚染による変化が大きいので正確な判

断は困難であ為。Na÷，K＋のわが国河川の平均値はお

のおの6．6，2．Omgノ」一で調奪地域の表流水では，おのお

の6．2，1．6mgμで両者4ともやx少ない。A地区ではcr

の量と関係してNa＋が他の地区よりも多く62～11・4
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，mgμであり・C地区ではNa＋が4・8～10・Omgμであ

る。K＋は全地域を通じて1．3・》2．6mgμである。、

　Na＋とC1『の関係を第9図に示す。函中の実線は両成

分の当量比が1の線であり，破線はC1＋と（Na＋一〇．15）

の比が1の線である。すなわちC1一と当量のNa÷を食塩
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／ l，で他の試料と若干異なつている。、

へ

5．結’語

ノ

以上各種成分の含有量と分布について述べたが，要約

すれば，調査地域り地下水は

　（1）富士川水系地下水

　（2）　富士山体から供給される地下水’

に大別さ、れる。富士山体から供給される地下水は北東

一南西方向に成分変化がみられ，これが同地下水の流動

方向と考えられる。富士川水系と富士山体水系との境界

は富士市の東端ほ讐潤井川の線で各種含有成分に不連続

帯参みられる。富士市内では難井記録によると1および

2の水系の地下水が別個に採取されている試料がある

が，水質による区別はほとんど不可能である乙

　両水系の水質組成の概略は次の通りである。

α2　　　　　　　　　（λ3　　　　　　　　ζλ4　　　　　　　　　α5

脆＋伊6多ρ 成 分・

　　　十P　　一第9図NaとC1との関係

組成と考え，（Na＋一C1＋）の当量を求めると0．1～0．2m．

eq／」となり，前述の全硬度と（Excess　base＋SO、2一）の

関係の項で述べた過剰の陰イオンに対しての堆積物から

の：Na＋の溶出はほ璽0．1～0．2m．eq！1になる。

　全珪酸（Total　SiO2）Total　SiO、の分布は不規則で

あるが，一般にいえることは調査地域全般を通じ《他の

地域に較べて多いということである。すなわちわが国河

JIIの平均値19．O　mg1」に対して表流水が1918mg／l（た

だL富士川表流水は異状値なため除く）である。地下水

ではA地区のものが最少で平均24．01血gll，A以外の地

区では31～42mg1」の平均値を示す。A地区の試料と他

の地区の試料とのTotal　Sio2の差は帯水層の差による

ものと考える。、

　その他の成分　その他の成分ではSO42一はA地区が

10mg／」±，B，C地区ではlo　mgll以下，D地区では・

1～5mg！」である。PはC地区の試料に多く0・15～0・20

　　pH
　　C1－

Excess　base

　　SO42－

　　Ca2＋
　　Mg才＋

Total　Hlardness

Total　Sio2

富士川永系

7・oより酸性，

4．5＾ソ15mg／」

1
1
．
1’一2．3m．eq／」

　5（プ15mg／l

12～25グ

　3’》7グ
3．0～5．oql

10～45mg／Z

富土山体水系・

7．0～8．2

1．0～6．5mg1」

0．7～1．Om．eq／」

1～10mg／」

5～121グ

2戸》6ク
1．i’》2．70

25づ》50mg／」

（昭和30年7月ん31年3月調査）
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